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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 氏名：一般財団法人ニッセンケン品質評価センター 

－ 住所：東京都台東区蔵前 2-16-11 

上記の特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施の

許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対し

ては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣及び日本産業標

準調査会は，このような特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 
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1 適用範囲 

この規格は，単一の動物種で構成された獣毛繊維の電気泳動による鑑別方法について規定する。繊維の

種類を鑑別する試験方法は JIS L 1030-1 に規定されているが，この規格に規定する試験方法によって，繊

維製品及び毛皮製品の毛をより高い精度で鑑別することが可能となる。この規格は，最初に JIS L 1030-1

によって，単一の動物種を鑑別した後に動物種が未知の試料（以下，未知試料という。）の鑑別に適用する。 

なお，この規格で得られる電気泳動パターンの移動度及び濃さを表す数値が一致 1)する動物種間につい

ては，この試験方法は適用不可能である。その事例として，リャマとアルパカとの組合せ，セーブルとマ

ーテンとの組合せ，及びコヨーテとオオカミとの組合せが報告されている。 

注 1) 一致とは，2 種の獣毛繊維間の電気泳動パターンの移動度及び濃さを表す数値から相関係数を算

出したとき，その数値が 0.84 以上をいう。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む）を適用する。 

JIS K 0557 用水・排水の試験に用いる水 

JIS K 0970 ピストン式ピペット 

JIS K 1503 アセトン 

JIS K 8101 エタノール（99.5）（試薬） 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 8291 グリシン（試薬） 

JIS K 8295 グリセリン（試薬） 

JIS K 8355 酢酸（試薬） 

JIS K 8844 ブロモフェノールブルー（試薬） 

JIS K 9704 2-アミノ-2-ヒドロキシメチル-1，3-プロパンジオール（試薬） 

JIS L 0105 繊維製品の物理試験方法通則 


